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はじめに
古代日本と湖海との外交は、 東アジアの軍 事的・政治的緊張を背景に、 神亀4 年 (727)に開
始されたが、 東アジアの緊張が薄れた9 世紀には交易重視に変化したとされている(1)。 しかし、
弘仁2年 (811)を最後に、 日本から激海国に渡る遣使 (遣潮海使、 送湖海使)がなくなることや、
天長元年 (824)に湖海に対してl紀02年) 1貢の来朝年期を定めていることなどは、 激海外交
への負担軽減策のようにみえ、 9 世紀の日本にとって湖海との交易がどの程度重視されていたの
かは再考を要するであろうO 日湖外交における日唐間の中継的役割が承和年間 (834・848)の唐
船の日本への来航とともに減少することが指摘されているように(ヘ外国の情報や文物をもたら
す海商の 出現は、 その後の日湖外交に影響を与えたであろうO
一方、 激海で は820年代の宣王大仁秀の時期を中興とし、 その後830- 90年代までの大葬震、 大
度晃、 大玄錫の代に「海東の盛国」と称される隆盛期を迎えた。 承和年間はこの潮海国の隆盛期
に当たり、 以後、 926年の湖海滅亡までに来日した湖海使 は11回に及び、 日湖外交全体の3分の
lを占めているO このため、 承和年間以後も両国が互いの外交 関係に価値を認めていたものとみ
られるO
小稿では、 9 世紀の日激外交の転換点、となった年期制定と、 その後の変遷を検討しながら、 日
本古代史上さまざまな画期とされる「承和」という時期の、 日湖外交における意義について考察
しfこし\0
l 年期の制定とその影響
日本が湖海に対して朝貢年限 (年期)を定めたの は、 天長元年 (824)の太政官符 (史料A)
である(3)O
A)改二定溺海国使朝牌期 事
右検 案内1太政官去延暦十八年五月廿日符稿、 右大臣宣、 奉レ勅、 湖海謄期、 制以六
載-。 而今彼国遣使大昌泰等一、 猶嫌-其遅一、 更 事覆請ー。 乃縦彼所ーレ慾、 不レ立:年限-0
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宣下随二其来-令中礼待上者 、諸国承知 、厚加二供備ー馳駅言上者。 今被コ右大臣-宣橋、 奉レ勅、
小之事レ大 、 上之待レ下、年期礼数不レ可レ無レ限。 の附二彼使高貞泰等還一 、 更改二前例一 、告
以三一紀一o 宜下仰一ー縁海郡一 、永以為上レ例 、其資給等事一依二前符-0
天長元年六月廿日
この官符で1紀という朝貢年限が制定される以前、延暦15年 (796) に帰国 した送湖海使が持
参 した湖海国書 (王啓) に年期制定の要請があったことを受け(ヘ延暦17年 (798) に日本から
湖海国王への慰労詔書で 、激海の来朝年限を6年1貢と した(5 )。 しか し、 その後激海使大昌泰の
もたら した国書 (王啓) には、6年1貢では遅いことが記されていたため川 、翌延暦18年 (799)
大昌泰帰国時に日本 から年限は立てない旨の国書を託 している(7)。 史料Aの冒頭に引用された
「延暦18年 5月20日符」にはこの 経緯がみえるO その 結果 、【表】のように弘仁年間には頻 繁に激
海使が来日 し、正月の宮中行事にも参加 しているO そ して 、 嵯峨天皇に代わり淳和天皇が即位 し
た天長元年、傍線 部「小の大に事えるは、上の下を待す 、年期礼数限りなくべからず」、すなわ
ち、「小さいものは大きなものに仕える、上のものは下のものを遇する、激海が日本に朝貢 して
いるので、 その貢期を日本が決めるべきであり、無制限であってはならない」という理由で 、弘
仁14年 (823)に来朝 した高貞泰らの帰国時に年期が定められたのである(8〉0
年期制定の理由について取り上げられるのが、次の右大臣藤原緒嗣の上表文 (史料B )である(9)。
【表】 延暦年間以降の湖海使
来朝年月 来着地 湖海使 入尽/放還 出典
延暦5(786).9 出羽 李元泰ら 放還 続日本紀
延暦14(795).11 出羽 呂定琳ら 入尽 類栗田史
延麿17(798).12 隠岐 大昌泰ら 入尽 日本後紀・類衆国史
大同4(809).10 品南容ら 入尽 日本紀略
弘仁元(810).9 両南容ら 入尽 日本後紀
型J二5(814).9 出雲 王孝廉ら 入尽 日本後紀
弘仁10(819).11 李 承英ら 入尽 類衆国史
弘仁12(821).11 王文矩ら 入尽 類衆国史
弘仁14(823).11 加賀 品貞泰ら 放還 類衆国史
天長2(825).12 隠岐 品 承祖ら 入尽 類衆国史
天長4(827).12 但馬 王文矩ら 放還 類東国史・類来二代格
承和8(841).12 長門 賀福延ら 入尽 続日本後紀
嘉祥元(848).12 ぷ目ASE't 宝ヨ色合Z 王文矩ら 入尽 続日本後紀
天安3(859).正 能登 烏孝慎ら 放還 三代実録
貞観3(861).正 隠岐 李居正ら 放還 三代実録
貞観13(871).12 加賀 楊成規ら 入尽 ニ代実録
貞観18(876).12 出雲 楊中遠ら 放還 ニ代実録
元鹿6(882).11 加賀 悲願ら 入尽 三代実録
寛平4(892).正 出雲 王む謀ら 放還 日本紀略・本朝文粋
寛平6(894).12 伯嘗 袈顕ら 入尽 日本紀略
延喜8(908).正 伯嘗 袈謬ら 入尽 日本紀略・扶桑略記
延喜19(919).11 若狭 義理ら 入尽 扶桑略記・貞信公記抄
延長7(929).12 丹後 袈謬ら(東丹国使) 放還 日本紀略・扶桑略記
※上記のほか、「類束符宣抄』などより弘仁9年に慕感徳らが来日したとする石井正敏氏の説
がある (石井正敏『日本湖海関係史の研究』吉川弘文館、2001年)。
※来着地が判明しない場合は空欄とした。
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B) 右大臣従二位兼行皇太子侍臣藤原朝臣緒嗣言、 依二臣去天長元年正月廿四日上表一、 激海入
朝、 定以二一紀一。 市今寄二言霊仙一、 巧敗二契期-。 侃可二還却-状、 以二去年十二月七日一言上。
市或人論目、 今有二両君絶世之譲一、 巳越二尭舜一、 私而不レ告、 大仁芳声、 縁レ何通二於海外-0
臣案二日本書紀一云、 誉回天皇崩、 時太子菟道稚郎子、 譲二位子大鮪鵡尊一、 固辞目、 宣違二先
帝之命一、 轍従二弟王之言一、 兄弟相譲、 不二敢当ーレ之。 太子興二宮室於菟道一而居、 皇居空之、
既経二三歳-0 太子目、 我久生煩二天下一哉。 遂於二菟道宮-自襲。 大鱒鶴尊悲働越レ礼、 即二天
皇位一、 都一 難波高津宮-。 委曲在二書紀一、 不レ能二以具尽-。 子レ時譲国之美、 無レ赴二海外-0
此則先哲智慮、 深慮二国家-。 然則先王之旧典、 万代之不朽者也。 又伝聞、 礼記云、 夫礼者、
所ド以定二親疎一、 決二嫌疑一、 別二同異一、 明中是非上也。 礼不レ辞レ費、 礼不レ総レ節。 而激海客徒、
既違二詔旨一、 濫以入朝、 偏容二拙信一、 恐損二旧典-0 実是商 旅、 不レ足三隣客一。 以二彼商 旅一、
為レ客損レ園、 未レ見二治体ー。 加以、 比日雑務行事、 贈皇后改葬一、御斎会二、 掘二加勢山溝井
飛鳥堰溝一三、 七道畿内巡察使四、 可レ召二激海客徒一五、 経営重畳、 騒動不レ達。 文頃年早疫相
仰、 人物共尽、 一 度賑給、 正税欠少 。 況復 時臨二農要 一 。 弊多二逓送一、 人疲三差
役一、 税損二供給ーO 夫君無二争臣一、 安存二天下一。 民憂未レ息、 天災 難レ滅。 非二一人天下一、 是
万人天下。 縦今損レ民駕、 徳有レ懸二後賢一。 伏請、 停三止客徒入京一、 即自二着国一還却、 且示三
朝威一、 且除二民苦一。 唯依レ期入朝、 須レ用二古例ー。 臣緒嗣難下久臥二疾林一、 心神既迷上、 市恩
主之至、 半死無レ忘。 愚臣中誠、 不レ獲不レ陳。 謹重奉レ表以問、 不レ許。
緒嗣による上表は、 天長 2 年(825) に来着 した湖海使高承祖の入京に反対するものである。
その理由と して、 傍線 部のように激海客徒が 「詔旨に違え、 濫りに以て入朝」 したことや、 実 は
「商 旅」で 「隣客」と してもてなす必要がないこと、 圏内では「雑務行事」が多いこと、 そ して
「頃年早疫」で人・ 物の被害が大きいことなどが挙げられている。
先行研究では、 史料Aの傍線 部 「小の大に事えるは…」部分にみえる、 日本を 「大J [""上」、
激海を 「小J [""下」とみる名分論以上に、 史料B にみえる激海使入京にかかる 経済的な負担を軽
減することが年期制定の理由であったと考えられている(1九 著者も、 緒嗣の示す経費削減や民力
回復が本音であると考えるが、 一方で、 太政官符にみえる日本と激海の名分関係の明示が、 新た
に即位 した淳和天皇の権力強化を意味 し、 負担軽減と権力強化という本音と建前をともにアピー
ル しながら年期制が成立 したと考えるω。
では、 年期が制定されたことで日激外交にどのような変化が生じ たであろうか。 まず、 激海使
の来朝頻度が減ったことは前掲【表】のとおりであるO 次に、 弘仁13年(822) を最後に激海使
が元日朝賀や正月七日、 十六日の節会など、 正月行事に参加 しなくなったことが指摘されてい
る(印。
元日朝賀に湖海使を参加させない理由については、 9 世紀以降、 太政官が対外交渉に関与する
ようになり、 天皇固有の大権である外交権が太政官へ移ってきたためとする田島公氏の見解のほ
か(13)、 律令制の官僚機構の衰退に伴う元日朝賀そのものの衰退を指摘する諸説がある(へいずれ
も重要な問題提起であるが、 外国使節を正月行事に参加させない対外的な意義は十分に検討され
ていない。 激海の来着時期は、 前掲【表】のとおり弘仁年聞には9 月か11月で、 年期制定後は12
月や正月がみられ、 正月行事の参加を意識 しなくなったものとみられるが仰、 それが日本側の事
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情なのか働海側の事情なのか は、今後の検討が必要となる。 ただし 、 日本側の事J情について先述
の緒嗣の上表を踏まえて推測するなら、正月行事への参加に伴う経費削減の意味があったと言え
るのではないだろうか。 嵯峨朝の年中行事や文人賦詩の場では賜禄が行われており、律令財政の
衰退を促すものとして 、藤原園人など実務政治家の批判があったことがすでに指摘されている(へ
このため、むしろ日本のほうが積極的に3月以降に入京させたものと考えることができょうO
次に、このような年期制定による湖海使の入京頻度の減少や、入京時期の変化がもたらす外交
儀礼の再編についてみていきたい。
2 I承和の新体制」の成立
承和8年 (841)に来朝した湖海使賀福延らの入京記事以降、国史には湖海使に関する迎接や
儀礼の詳細が記されるようになるo �続日本後紀』にみえる賀福延らの迎接体制 は次のとおりで
あるO
①承和8年12月22日、長門国が賀福延ら105人の来着を報告。 25日、「存問使」が決定するO
②承和9 年 2 月20日、激海使を入京させる。
③3月6日、「存問兼領客使」が湖海王啓と中台省牒を勘間し、内容を報告するo
④3月27日、湖海使は「河陽J ( 山崎〉から京に入る。 「郊労使」が派遣され、 その日の夕方には
平安京の鴻腫館に入るO
⑤3月28日、太政官が鴻臆館に慰労のための使者を派遣する。 同日、激海使は中台省牒を進上す
るO
⑥3月29日、使者を鴻臆館に派遣して慰労の宣勅を行うO
⑦4月 1目、時服を賜う使者が派遣される。
⑧4月 2目、八省院で激海使が王啓と信物を献上する。
⑨4月 5 日 、天皇が豊楽院に出御して湖海使らを饗す。 大使以下に叙位を行うo I供食」の使者
が派遣されるO 日が暮れて禄が賜わられるO
⑩4月9目 、朝集堂で激海使への饗があり「供食」の使者が派遣される。 湖海国王に禄を、大使
らには「御手ツ物」を賜う宣勅がある。
⑪4月12日、勅使を鴻臆館に派遣して慰労詔書と太政官牒が授与される。 帰国に際して「領客使」
が派遣され、潮海使らは帰郷するO
これらの記事にみえる迎接使 は、次の『延喜太政官式』蕃客条 (史料C )にみることができ
るO
C)凡蕃客入朝、任三存問使 、掌客使 、領帰郷客使各二人 、随使各一人 、通事一人- (入京之時
令三存問使兼領客使一、)又預差一.定郊労使 、慰労使 、労問使、賜衣服使各一人 、宣命使、供食使
各二人 (豊楽院各一人、朝集堂各一人、)賜勅書使 、賜太政官牒使各二人-0 (史一人随二宮牒使到τ
客館-0) ( )は割書
この太政官式蕃客条は、存問使・ 掌客使・ 領帰郷客使・ 随使・ 通事の外国使節を引率する役割
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を果たすグループと、郊労使以下の儀式を担当するグループから構成される。 後者の儀式担当グ
ルー プは、 実例をみるに、郊労使は京境、 慰労使・労間使・賜衣服使は京内鴻臆館、 宣命使・供
食使は豊楽院・ 朝集堂、賜勅書使・賜太政官牒使は外国使節の帰国時に京内鴻腫館にそれぞれ派
遣されているため、 儀式の場所ごとに配置されていることがわかるmo
この迎接使のなかで、 上記の賀福延入京記事にみえるのが、 存間使、郊労使、 慰労使、賜衣服
使、 宣命使、供食使、賜勅書使、賜太政官牒使である(へ また、『延喜治部式』蕃客条や『延喜
玄蕃式』諸蕃使人条や蕃客往還条に規定されている 「領客使」も、 太政官式蕃客条の割書では入
京時に存間使が兼任することが記されており、 賀福延来日時にも存間使が兼任 しているO 注目 し
たいのは、 賀福延来日時の迎接使のうち、 存間使と領客使以外が史料上の初見となることである。
このため、著者は太政官式蕃客条の成立を、『弘仁式』でなく、『貞観式』段階に当時の外国使節
迎接の実態を反映 して成立 したものと考え、 太政官式蕃客条にみえる迎接体制が承和9 年の賀福
延らの入京記事を初例とすることから、 この体制を「承和の新体制」と称 した(問。 この新体制は、
8世紀に唐の賓礼を受容 して整備された外交儀礼を、 日本独自のものに再編 した体制であるO と
いうのも、 太政官式蕃客条の迎接使を個別に検討 したところ、 唐の賓礼にはみえない役割を持つ
迎接使があることがわかったためである。 たとえば、供食使は唐の開元20年 ( 732) 成立の『大
唐開元礼』賓礼の宴会儀礼にはみえないが、 日本の『内裏式』正月七日会式の蕃客参加時の儀式
に、 宴会の場で外国使節をもてなす「供食勅使」がみえる。 これは、 正月儀礼に外国使節が参加
しなくなり、 豊楽院や朝集堂での饗宴が外交儀礼における公式なものとなり、 七日節会の 「供食
勅使」と同じ役割をもっ 「供食使」が太政官式蕃客条に規定されたと考えられる。 以上のように、
年期制定による外交儀礼の再編により「承和の新体制」が成立 したといえよう。
3 r白氏文集』の受容と漢詩文の変質
( 1) r白氏文集』の日本への伝来
年期制定による日湖外交の転換が、 外交儀礼や迎接体制再編の契機となり、「承和の新体制」
が成立 したことをみたが、 同じ 承和年聞に人やモノの対外交流にも変化があったことを『白氏文
集』の日本への伝来を例にみていきたい。
先学が明らかに しているように側、 日本への『白氏文集』伝来の早い例と して次の史料D が
ある。
D) r日本文徳天皇実 録』仁寿元年 (851) 9月乙未 (26日)条
(前略)散位従四位下藤原朝臣岳守卒。 岳守者、 従四位下三成之長子也。 天性寛和、 士無二
賢不肖一、 傾レ心引接、 少遊二大学一、 渉二獄史伝一、 頗習ニ草隷-。 天長元年侍二於東宮一、 応二対
左右ー。 挙止閑雅、 太子甚器二重之ー。 三年拝二内舎人-。 七年喪レ父、 孝思過レ礼、 幾ニ 於段滅-0
太子践幹、 拝二右近衛将監一、 俄遷為二内蔵助一。 承和元年授二従五位下一、 三年兼為二讃岐介一、
選為二左馬頭一、 讃岐介如レ故。 五年為二左少弁一、 辞以二 停耳不一レ能二聴受一、 出為二大宰少弐-0
因レ検二校大唐人貨物一、 適得二元自詩筆一奏上O 帝甚耽悦、 授二従五位上一、 十二年授二正五位
下-0 十三年授二従四位下一、特拝ニ右近衛中将一、 兼為二美作守一、 嘉祥元年 出為ニ近江守一。 人
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民老少、倶皆仰慕。 帰罷之後 、無二復栄望一、論者高レ之。 卒時年四十四。
この史料 は仁寿元年に没した藤原岳守の卒伝であるが、傍線 部の承和 5年 (838)、岳守が大宰
少弐の時に「大唐人貨物」を調べたところ、 たまたま 「元自詩集J (元積と白居易の詩集) を見
つけ 、時の仁明天皇に奏上した。 仁明はとても喜び、岳守は従五位上を賜ったというO 白居易の
詩 (白詩) はこれ以前にも、 嵯峨天皇や小野左手守など弘仁期の詩人の作品への影響がみえ、何ら
かの形で日本に伝わっていたとされるが(目、詩集としての伝来が明らかになるのはこの時が最初
であるO この史料より、白詩が大宰府の唐人から入ってきたことが確認できる。 その白詩が天皇
を喜ばし 、岳守の叙位につながったことも、当時の白詩の価値を物語っていようO
同じ 承和 5年の大宰府という点で、次の史料E も重要であるO
E) �日本文徳天皇実 録』仁寿 2 年 (852)12月突未 (22日)条
参議左大弁従三位小野朝臣室莞。 筆 、 参議正四位下界守長子也。 苓守 、弘仁之初為二陸奥
守一。 筆随レ父客遊 、便二於擦鞍ー。 後帰二京師一 、 不レ事二学業-。 嵯峨天皇聞レ之、歎目、既為二
其人之子一、何還為二弓馬之士一乎。 筆由レ是』断悔 、乃始志レ学。 十三年春奉二文章生試-及第、
天長元年拝二巡察弾正一、二年為二弾正少忠一 、五年遷為二大内記一 、七年為二式部少丞一 、九年
授二従五位下一 、拝二大宰少弐一、有レ詔不レ許レ之レ官。 其夏喪レ父 、哀段過レ礼。 十年為二東宮学
士一、俄拝二弾正少弼ー。 承和元年為二鴨唐 副使一、明年春授二従五位上一 、兼二備前権守一。 数月
拝τ 刑 部大輔一 、三年授て正五位下一、五年春聴唐使等四舶、次第乏レ海。 而大使参議従四位上
藤原常嗣所レ駕第一舶、 水漏穿娘。 有レ詔以二 副使第二舶一 、改為二大使第一舶-0 筆抗論目 、
朝議不レ定 、再二三其事ー。 亦初定二舶次第一之目 、択ニ取最者-為二第一舶一、分配之後 、再経二
漂廻-。 今一朝改易 、配二当危器一 、以二己福利一代二他害損ー。 論二之人情一 、 是為二逆施ー。 既
無」面白一 、何以率レ下。 筆家貧親老 、身亦E療。 是筆汲レ水採レ薪、 当レ致二匹夫之孝一耳。 執
論確乎、 不て復駕ーレ舶。 近者 、太宰鴻臆舘、有二唐人沈道古者一。 聞三重有二才思一 、数以二詩賦
-唱レ之。 毎レ視二其和一、常美二艶藻ー。 六年春正月遂以レ拝レ詔、除名為二庶人一、配二流隠岐国一、
在レ路賦二諭行吟七言十韻-0 文章奇麗、興味優遠。 知レ文之輩、莫レ不二吟諦-。 凡当時文章 、
天下無双。 草隷之工、 古二王之倫、後生習レ之者 、 皆為二師摸-。 七年夏四月、有レ詔特徴。
八年秋閏九月叙二本位一 、 卜月任二 刑 部大輔一、九年夏六月為二陸奥太守一、秋八月入拝二東宮学
士一、其月兼二式部少輔- (後略)。
この史料 は小野筆の莞伝である。 筆は、承和の遣唐 副使に選ばれながら、乗船を拒み隠岐国に
配流された人物として知られる。 傍線 部に、承和 5年、遣唐大使藤原常嗣の船が破損し、筆の第
二船が第一船に替えられることに反対して乗船を拒否している時に、「太宰鴻臆館J却にいる唐人
沈道古が筆の才能を聞き 、多くの詩賦を唱和したことが記されているO 沈道古と纂の 関係につい
ては、『扶桑集』巻7に「和下沈刑感二故郷応ーレ得二同時一見レ寄之作上次来」という 塞の詩があり、
小島憲之氏は、この「故郷を此処と時を同じ くするであろうと感じ て」筆に詩を寄せた 「沈叶」
を沈道古とみている(問。 沈道古は他の史料にみえず、大宰府鴻腫館にいた唐人としかわからない
が、唐商人 (海商) である可能性が高い(制。 また、承和 5年という時期と大宰府という場所から
考えると 、史料D にみえる 「大唐人」も沈道古であるかもしれない。 纂の『扶桑集』の 「沈刑」
への応酬詩には白詩の影響がみられないが側、大宰大弐藤原岳守が承和 5年に白詩を見つけてい
< 102 >日本と湖海との文化交流一承和年間の『自民文集』受容を中心に一 (浜田)
ることから、すでに 塞がこの時点で白詩と接していた可能性はあるだろうO
唐人からの伝来とは別に、入唐僧円仁や恵専による『白氏文集』の請来も知られているO
承和の遣唐使とともに承和 5年に入唐した円仁の請来目 録のうち、唐の開成4年(839 、日本
の承和6)4月20日付の『日本国承和五年入唐求法目 録』にみえる「杭越寄和詩集井序一巻」と
承和7年(840)年正月19日付の『慈覚大師在唐送進録』にみえる 「杭越寄和詩井序ー帖J I任氏
怨歌行ー帖J I撹楽天書一帖」、承和14年(847)の『入唐新求聖教目 録』にみえる 「杭越唱和集
一巻J I白家詩集六巻J I杭越寄和詩集一巻」は白居易の詩とされ側、円仁が経典などとともに白
詩を持ち帰っていたことがわかるO 円仁は、承和6年に帰国する遣唐船から下りて唐に留まるこ
とを決め、承和14年に新羅人金珍らの船で帰国している。『日本国承和五年入唐求法目 録』には、
承和 5年揚州大都督の諸寺で写したものであることが記されており、すでに円仁は入唐直後に白
詩を写していたことがわかるO
また、『白氏長慶集J 50巻は824年(日本の天長元年)に元棋により編纂され、 それに白居易自
身が作品を追加する形で845年(日本の承和12年)に『白氏文集J 75巻(前集・ 後集・ 続後集)
が編纂された。 白居易は翌846年に没しているため、日本に白詩が受容されたのは、白居易と同
時代 、『白氏文集』が編纂されている途中であったことになる(2九唐の最新の文化が 、海商や入
唐僧を通じ てすぐに入手できたことは重要であるO
なお、『白氏文集』は、 円仁のほ か入唐僧恵専によっても請来されたことが知られるO 唐の会
昌4年(844)に蘇州南禅院本『白氏文集』を恵尊が書写したことが 、金沢文庫本『白氏文集』
の奥書に見えるためである(2ヘ恵尊の入唐回数は3回.....， 5 回といわれ定かではないが、 その一回
は嵯峨天皇の皇后橘嘉智子による五台山への派遣である(加。 金沢文庫本の請来時期は不明だが、
恵専の帰国時に請来したとする説(30)や、承和11年(844)の神侯男や円修ら帰国時による説(31)が
あるO
( 2 ) 激海使との漢詩文交流
承和年聞に日本に入ってきた白居易の詩の影響をいち早く受けたのが小野筆と 惟良春道であ
る(却。 ここでは、激海使との交流に関する『扶桑集』巻7の小野筆(野相公)の詩(史料F )
をみていきたい〔33)0
F)近以ニ詩拙-寄二王十二一、適見二 惟十四和レ之之什一、因以解答 野相公
勝二負人間-争奈何 人間に勝負することいかにせむ
津ニ将心貧0-戦二日干魔一 心剣を津えて肝魔と戦う
虚名目脚翻二陽焔- 虚名の日脚は陽焔を翻し
妄累風頭舌Lニ雪波ー
賎得二交情ー探底尽
老看J寺事ー到頭多
見二君行李一平如レ 砥
誰向二羊腸ー取レ路過
妄累の風頭は雪波を乱す
賎しくして交情を得るに探底に尽き
老いて時事を看るに到頭に多し
君が行李を見れば平らかなること 砥の如し
誰 か羊腸に向かいて路を取りて過ぎむ
これは、筆が「王十二」なる人物に詩を寄せ、 それに「 惟十四」が唱和したものにさらに 塞が
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答えた詩であるO 小島憲之氏は「王十二」 は激海使王文矩のこと 、「 惟十四」 は惟良春道のこと
とする(制。 王文矩は、弘仁12年 (821)、天長4年 (827)、嘉祥元年 (848) の3度来日 し、弘仁13
年と嘉祥2 年に入京 しているO 嘉祥2 年には、 塞が参議従四位上でかっ賜勅書使と して鴻腫館に
派遣されているため(町、小島氏は塞が王文矩に詩を寄せたのを嘉祥2 年とするO 惟良春道は、承
和9 年 (842) に湖海使賀福延らを朝集堂で饗する際の供食使であるが (前掲2 章⑩の記事に 該
当)、承和11年3月に従五位上を授けられたのちは史料に見えず、嘉祥2 年時の春道の官職や位
階は不明であるO このため、「王十二」 は春道が供食使を務め、筆も 刑 部大輔であった承和9 年
入京の勧海使の可能性も想定できる。 大使賀福延以下、 副使王宝章、判官高文喧・烏孝慎、 録事
高文宣・高平信・安歓喜が知られるので(36) 、「王十二」は副使の王宝章ということになるだろうo
しか し、老いを詠った詩の内容からは、承和9 年の纂41歳の時よりも嘉祥2 年の49歳の時のほう
が ふさわ しいであろう し、承和9 年に 刑部大輔であった筆が溺海使接待に関わっていたなら記録
に 名前がみえるであろうから 、 おそらく小島氏が指摘するように、嘉祥2 年のことであろうO
小島氏はこの筆の詩を、
人世の争いによって得たむな しく実のない名誉は、陽焔 ( かげろう)のようにはかなく、みだ
りがわ しい繋累 (わづらい) は風の前の雪波のようにわが身に ふりかかるO 賎 しいわが身が得
た君との交情はすっかり 消え失せ、老後にみる社会の 出来事は 結局のところ多すぎるわが身に
くらべて、君 (春道) の人生の 旅は砥石のように平坦である。 誰がことさら九十九折の 難路を
過ぎょうか。
と解釈 し、「自己の境遇を友人のそれに比 し、一首の諦観的な心情の見られる詩」と評価するO
そ して 、筆の詩の中には「争奈何J I肝魔J I日脚J I陽焔」など、多くの白詩の影響を受けてい
る表現があるという(問。 また、藤原克己氏も、白詩の表層的な語句の借用にとどまらず、白詩に
共通する「禍福測り 難き世路 難」という主題的思想が 認められることを指摘する(問。 さらに、桑
原朝子氏は、自己の視点から周囲との聞に存在 した亀裂を詠い上げたもので 、「文学と しての漢
詩の成立」を見ることができるとする倒。
このような諦観的な心情を吐露 した詩が激海使との交流のなかで詠まれることは、これまでの
日激外交での漢詩文交流において大きな変化とみることができるO すなわち、弘仁 5年 (814)
成立の勅撰漢詩集『凌雲集」序には、貌の文帝の言葉と して 「文章は経国の大業、不朽の盛事」
が引用されているように、 嵯峨朝は文章における国家 経営が行われた時代であり、このような文
章経国思想の基盤に嵯峨天皇の存在があった(4九 嵯峨天皇は大同年間に停止されていた正月二節
を復活させ、入京 した激海使もそれらに参加 した。『文華秀麗集』巻上には、弘仁6年 (815) に
入京 した激海大使王孝廉や録事釈仁貞らが正月に詠んだ 「奉レ勅陪二内宴ー詩」や「七日禁中陪レ
宴詩」のほ か、路次や出航地などで迎接に当たった官人との間で交わされた詩13首が載せられて
いる(41)O
桑原朝子氏は、このときの王孝廉らの宮中儀礼での詩に、天皇や日本に 敬意を表 した内容がみ
えることなどから、国家的外交儀礼の場では激海使は日本との友好関係のため、 そ して律令官人
は君主に 認められる重要な機会と して 、君主賛美の儀礼的な詩を詠んでいること、儀礼以外の場
で は、官人と湖海使が対等の友人と して友情や旅 愁を詠んだ詩の贈答を していることを指摘す
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る(42)O
一方、 承和以後の漢詩は「身近な花鳥風月詠と詩的な人生に即した詠懐に向かい詩風が一変し
た」といわれ(相、小野筆や惟良春道以後も、 白詩の影響を受けた嶋田忠臣や都良香、 菅原道真な
どの作品には自己の内面をつづ、つたものが多くみられる(凶4“刊4心)
嶋田忠臣については、 貞観元年 (859)、 激海使烏孝慎らが能登国に来着した際、 文徳の諒闇や
天候不順を理由に入京させず放還するにあたり、 激海副使周元伯が詩文に熟達しているため、|嶋
田忠臣を現地に派遣して詩を唱和させたという次の史料がある倒。
湖海国副使周元伯、 頗閑二文章一。 詔二越前権少援従七位下嶋田朝臣忠臣一、 仮為二加賀権嫁一
向レ彼、 与二元伯-唱和。 以二忠臣能属ーレ文也。
ここで注目できるのは、「詔」により忠臣が派遣されていることである。 来着地での漢詩文交
流が、 国家外交の一部とみなされていたことがわかる(へ
都良香については、 貞観13年 (871)に加賀国に来着した潮海使楊成規らを掌客使としてもて
なすにあたり、
掌激海客使少内記都宿祢言道自修二解文一、 請ニ官裁-f母、姓名相配、 其義乃美、 若非二佳令一、
何示二遠人一。 望請改三名良香一、 以逐二穏便ー。 依レ請許レ之。
とあるように、 溺海使接待のために「言道」から「良香」に太政官の許しを得得.て改名している{，(ω仰附4灯的7η)
良香と激海使の交流は、『都氏文集』に「答二激海楊大使-状J r贈二激海客-扇銘J r謝三湖海楊大使
贈二紹褒窮香暗模靴-状」など、『扶桑集』巻七に「代二湖海客-上二右親衛源中郎将一」などがあ
り(4ヘまた、 激海国中台省に宛てられた太政官牒の案文を作成したこと(制や、 楊成規らが京内の
鴻臆館を出て帰国の途につく時には、「相遮二館門一、 挙レ盃而進」という様子も知られる(5九
詔における嶋田忠臣の派遣や、官裁による都良香の改名など、 清和朝にみえる湖海使迎接記事
からは、 日溺外交における漢詩文交流が国家的外交行事の中に組み込まれていたとみることがで
きるO
元慶6年 (882)に来日した激海使義自主に対しては、 菅原道真が治部大輔、 嶋田忠臣が玄蕃頭
を仮授して接待することになった(印。 表題は、 その才能や立派な態度が評価され、御衣一襲を賜
り(叩、 その後寛平6年 (894)にも来日し、 道真と再会を果たしている。『菅家文草』巻 2 r余近
叙三詩情怨ー篇ー呈二菅十一著作郎一、長句二首、 偶然見レ訓、 更依二本韻一重答以謝」には、 道真が
菅野 惟肖より贈られた詩の注に、
近来有レ問、装盟主云、「礼部侍郎、 得三白氏之体ー」
という一節がみえ、 義想により道真の詩が白居易に通じ るものと評されたことが話題となった様
子を伝えている。 河野貴美子氏が、 rr白居易風」であることが、 激海においても共通に意識され
ていた当時の漢詩文の状況、 いうならば、 東アジア全体に及んだ白詩流行の実態の一端を表すも
の」と指摘するように(問、 詩才のある義磁を二度にわたり大使として日本に派遣してきたことは、
激海側も対日外交において漢詩文交流を重視していたためではないだろうか。
義自主が入京した元慶7年には、 嶋田忠臣や道真らによる「鴻腫贈答詩」が残されているO その
序は『菅家文草』巻7にみえる。
鴻櫨贈答詩序 (元慶七年五月、余依二朝議一、仮称ニネし部侍郎一、接二対蕃客-0 故製ニ此詩序ー。)
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余以ニ礼部侍郎一、与二主客郎中田達音一、共到二客館-0 尋二安旧記一、二司大夫自レ非二公事一、
不レ入二中門-0 余与去R中一本目議、裳大使七歩之才也、他席贈遺、疑在二宿構一事。 須下l.l1J預ニ宴
席一、各靖二部懐一、面対之外、不中更作上レ詩-t!20 事議成事定。 毎レ列三詩建一、解レ帯開レ襟、頻
交二杯爵-。 凡廠所レ作、不レ起二藁草-。 五言七言、六韻四韻、黙記畢レ篇、文不レ加レ点。 始レ
自三四月二十九日、用二行字韻一、至下子五月十一日、賀上レ賜二御衣一、二大夫、両典客、与三客
徒一相贈答、同和之作、首尾五十八首、更加二江郎中ー篇一、都慮五十九首。 吾党五人、皆是
館中有司。 故編二一軸一、以取ニ諸不・レ忘。 主人賓客、呉越同レ舟、巧思蕪詞、薫猶共レ畝。 殊
恐他人不レ預二此助一者、見之笑之、聞之瑚之。 瑳乎、文人相軽、待ニ詮来哲一而己。
序文より、鴻臆贈答詩が礼部侍郎である道真と主客郎中田遠音(嶋田忠臣)が袈廼らの滞在す
る平安京の鴻臆館で宴会を行い、そこで贈答された詩58首に江郎中のl首を加えた59首を一軸に
まとめたものであることがわかるO 前半部には、迎接のために治部大輔や玄蕃頭を仮授している
道真や忠臣でも、公式の外交儀礼でなければ「中門J<54)より中に入ることができないこと、その
ため、別に宴席を設けて斐頭の即興で詩を作れる才能に対抗して、自身らも即興で詩の贈答をし
たことが書かれているO この部分より、鴻臆贈答詩が詠まれた鴻臆館での宴会は、公的な外交儀
礼とは別のものであることがわかるO そして、袈想らが入京した翌日の4月29日から、慰労詔書
や太政官牒をもらい鴻臆館を出る前日の 5月11日まで詩の贈答が続けられたことも文中に見て取
れる。
ここに、国家的外交儀礼としての豊楽院や朝集堂での饗宴とは別に、文人に拠る私的な詩宴が
鴻臆館で開催されていたことがわかるO この元慶7年の鴻臆贈答詩は、その後溺海との漢詩文交
流の定番となったようで、寛平7年(895)の道真による「鴻臆贈答酬唱詩J 7首( f菅家文草』
巻 5 )、延喜8年(908)の大江朝綱による「夏夜於鴻臆館銭北客」序( f本朝文粋』巻9 )、延喜
20年(920)の紀在昌による「夏夜於鴻臆館銭北客帰郷J( f本朝文粋』巻9 )がそれぞれ残され
ているO これらの贈答詩が詠まれた宴会については、別の機会に国家の外交儀礼と異なる私的な
宴であるのかをくわしく検討したいが、もしそうであれば、漢詩文交流は国家的外交儀礼から私
的交流に変質していき、個人の心情を詠う白詩の受容はその萌芽であったとみることができるの
ではないだろうか。
おわりに
さいごに、これまで述べてきたことを整理したい。
山内晋次氏は承和年聞を、「東部ユーラシア」という「東アジア」だけでなく「中央アジア」
も含む広い世界のなかで、 ウイグルや吐蕃の瓦解、唐の衰退などの歴史的な変動期であり、海商
の往来が増大した時期とする(町。 小稿でみた激海への年期制定の背景にも、この歴史的変動に伴
い、唐や新羅の海商による大宰府での交易が増加し、日本の激海外交における経済的役割の低下
があったと思われるO
そして、年期制定は、外国使節への迎接体制が「承和の新体制」として再編される契機となっ
た。 この新体制 は、弘仁年間までは正月節会の宴で湖海使の饗応役であった「供食勅使」が、年
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期制定後に正月行事に参加しなくなったことを受けて、「供食使」として外交儀礼としての饗宴
の専使となるなど、 9 世紀日本の激海への外交儀礼をもとに整備されたものであるO
さらに、 日本への『白氏文集』の受容も海商の往来に伴うもので、 大宰府の唐人や入唐僧によ
り承和年間にもたらされているO そして、 白詩の影響を受けた承和期の詩人小野筆や惟良春道ら
は、 入京した激海使と詩を詠み交わしているが、 その内容は、 嵯峨朝にみられるような儀礼的な、
君臣唱和的なものではなく、 白詩の特徴である自己の「世路 難」を詠む個性的・心'情的な詩で、あっ
た。 その後、 嶋田忠臣や都良香、 官原道真などの文人たちが激海使との迎接に当たっているが、
激海側でも元慶年間に来日した袈想に代表される詩才に富む使者が派遣され、 表憩もまた白詩を
理解する人物であることが知られるO 湖海使との漢詩文交流は、 国家的外交儀礼の場での交流と、
文人と激海使との私的な詩文の贈答という、 公私それぞれの場で行われるようになる。 湖海側で
も、 漢詩の才能がある使者を積極的に派遣しているようにもみえ、 漢詩文交流が激海側でも意図
されていたと考えてもよいのではないだろうか。
9 世紀には入京した激海使が京内で交易していることが史料にみえる(問。 しかし、 そのために
交易が承和年間以後の日激外交の主目的と考えてよいのかは、 交易品の効果や交易の実態につい
て検討していく必要があるだろう。 さらに、 漢詩文の残存により義理主と菅原道真に代表される湖
海使と文人たちとの漢詩文交流が今日でも知られているとはいえ、 詩文による文化交流が日湖外
交の主目的となり得たのかについても慎重な検討を要するであろう。 本稿では、 承和年間の画期
を経て、 日激外交が変化したことを述べたが、 外交の目的については多くの課題を残しているO
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(50) W日本三代実録』貞観14年 5月25日甲午条
(51) W日本三代実録』元慶7年4月21日丁巳条
(52) W日本三代実録』元慶7年 5月10日乙亥条
(53)河 野貴美子「島田忠臣、菅原道真の詩と白居易一溺海使との贈答詩を通してーJ (高松寿夫・需雪艶編 『日
本古代 文学と白居易 一王朝 文学の生 成と 東アジア 文化交流一』勉誠出版、2010年)。 なお、 谷口孝介「外
交としての贈答詩J (W菅原道真の詩と学問』塙書房、2006年、 初出は1985年) は、 道真の詩が 公的な贈答詩
ではなく 、 「交情」を主題に 据えた型破りな詩であることを評して袈顕が 「白氏の体」と言 ったのではない
か とする。
(54) 鴻瞳館の中門とみられる。 加藤 順一 「菅原道真 『鴻腫贈答詩序』にみる元慶7年の湖海使接待J (W名古屋明
専修大学東アジア世界史研究センタ一年報 第6号2012年3月 < 109 > 
徳短期大学紀要J 14、1999年 )では、『延喜左右京職式』蕃客 入朝条に 東門と南門がみえるが 中門はなく 、
中門を「館 内の外辺部と中心部を仕切る」門と想定する。
(55 )山内晋次「九世紀 東部ユーラシア世界の 変貌一日本遣唐使関係史料を中心に 一J (角田 文衛監修、財団法人
古代学協会編 『 仁明朝史の研究一承和転換期とその周辺』思文閣出版、2011年 )
(56 ) �日本三代実録』貞観14年 5月20日己丑、21日庚寅、22日条辛卯条、元鹿7年 5月7日壬申、 8 日発酉条な
ど。
< 110 >日本と湖海との文化交流一承和年間の『白氏文集』受容を中心に一(浜田)
